
書式第 12号 (法第 28条関係)

平成30年度  事業報告書
平成30年 8月 1日 から令和 1年 7月 31日 まで

特定非営利活動法人 Living in Peace

1 事業の成果

平成30年度は、マイクロファイナンス・プロジェクトにおいては、世界の貧困削減を目指し、マイクロ

ファイナンス・ファンドの企画やモニタリング、Mlcrosoft Office技能向上のための研修を提供する
を実施した。

こどもプロジェクトにおいては、国内で困難な家庭環境にある子どもを支援するため、児童福祉施設の建
て替え資金調達や施設出身者の進学をサポートする奨学金支給のほか、施設で暮らす子どもたちに多様な
働き方を知ってもらうキャリアセッションを実施した。また、平成30年よりこども食堂の運営や、虐待を
してしまう親の支援も開始した。

難民プロジェクトにおいては、日本国内の難民の方々の自立を支援するため、就職活動支援セミナーの開

催を含め難民への就労支援を実施した。また、就労に必要となる日本語能力向上を目的とした給付型奨学
金プログラムの提供に向け準備を実施した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

事業名 事業内容 実施

日時

実施

場所

従事者
の人数

受益対象
」ニ
徊

の範囲及

び

人数

事業費の

金額

(千円)

国外の貸困な
いし機会の不

平等の状況及
びこれを解
決・防止する
ためのマイク
ロファイナン
ス金融機関そ
の他手段に関

する調査・研

究、並びに支

援の実施に

係る事業

【A貧困問題に関する情報 |

共有を目的として勉強会を
|

開く事業】       |
マイクロファイナンスや教 |

育に関する勉強会・定例会
|

を開き.議論を交わすこと |

で最新の情報を共有する場
|

を提供する。       |
【3.貧困問題に関する情報 |

収集及び提供事業】   |
マイクロファイナンスや教 |

育に関する情報をWebやセミ
ナー等で第二者に公開し、
国内の人達に啓発・普及す
る。
iC.マイクロファイナンス

機関に研修を提供する事

業】
国外のマイクロファイナン
ス機関職員に対して

Microsoft Office技能向上

彙
ための研修を提供する事

.ヽ毎週末

3.随時

02019年 1月

.ヽ事務所

B.事務所、
ホームページ

等

0.カ ンボジア

A.50人

B.25人

C.4人

A.勉強会参加

者40人

B 投資家約
500人

その他一般多

数
C.マ イクロ
ファイナンス

機関職員20人

2,506千 円



国内の社会的

養護の下にあ

る子ども又は

貧困ないし機
会の不平等に

よる不利益
を受ける子ど

もの状況及び

その問題解
決・防止のた
めの手段に関
する調査・研
究、並びに子

ども又はその

養育者・支援
着・団体等に

対する金銭給
仕.教育・
成長機会の提
供のための活
動、子ども食
堂の運営その

他の方法によ
る支援活動
の実施に係る
事業

【D.建て替え支援事業】
児童福祉施設の生活環境整

備に役立てるための定例会

議を開催するとともに、児
童福祉施設へ施設建替資金
を支給する。

【E.キャリアセッション事

業】
児童福祉施設の児童に対し

て、色々な職業の現場を体
験しつつ多様な働き方を
知つてもらえるプログラム

を実施する。

【F_奨学金事業】
児童福祉施設出身者に対し

て住宅費充当分の給付型奨
学金を支給する。また.奨
学生の悩みや トラブルを早
期に察知する体制を整える
ため、奨学生が団体の活動
に参加し、コミュニケー

ションの機会を増やすフェ
ローシッププログラムを提

供する。

【G.こ ども食堂事業】
奈良県大和高国市で、児童
や地域の住民が交流できる

居場所を提供する。
【H.虐待加害からの回復支

援事業】
虐待をしてしまう親の回復
を目指す先進的なプログラ
ムである「W TREEペアレン
ツ・プログラム」の展開を
サポー トする。

D随時

E.毎月

F.毎月

G毎月

H.随時

D.事務所

E.事務所

F.事務所

G.こ ども食堂

H.事務所

D.4人

B.15人

F.12人

G.10人

H.12人

D3児童福祉
施設

B.児童 13人

F.学生 7名

0.76ノ、

H20人

r8, 183+E

難民、移民そ
の他出身地域
外ないし出身
国外等で貧困
ないし機会の

不平等による
不利益を受け
る人の状況及
びその問題解
決・防止のた
めの手段に関
する調査・研
究、並びに難
民、移民等に

対する就労・

就学支援金銭
給付、職業能
力の開発・成

長機会の提供
のための活動
その他の方法
による支援活
動の実施に係
る事業

【I.日 本に暮らす難民の

方々に.日 本における就職
活動の情報を提供する事

業】
外部施設を利用し、交流
会、講演会等を実施する。
【J.日 本に暮らす難民の学
生に対する就職活動の支援
事業】
事務所を利用し、難民学生
の就職活動の個別サポー

ト、交流会を実施する.

I.随時

J.随時

I.都内貸会議
室

J.オフイス

I.10人

J.10人

I.難民学生及

びその家族

11人

J 難民学生 1
人

925千 円



書式第 13号 (法第 28条関係)

2018年度 活動計算書
2018年 8月 1日 から2019年 7月 31日 まで

特定す1営利活動法人 Livi

童位 :円
金 小計・ 合計

:A

経 常 収 査 計

502.000

30.620.045

254.200

650.300

807

,2.038.400

B

(1)人

(2)そ の他
`:量支払寄付金

施設利用■

セミナー運営費

業務委託費

研修贅

通信運搬費

印刷■

材料■

外注彙

広告宣伝カ

交際費

会議員

旅費交通■

消耗品費

水道光熱貴

新田図書彙

議会贅

支払手獄

'馘価償却費

綺賣

2

(1)人件■

(2)そ
施設利用費

業務姜託費

研修贅

通信運ほ,
印刷賣

外亡費

広告宣伝■

交開費

会議贅

消耗品贄

支払手数料

a税公誅
減価償却費

確責

管硼■■

15.293

54.000

486.726

106.03`

21.615.983

21.615.980

1.4“ ."4

1.400.504

23.040.567

8.988 863

D ■ 外

正

法人税 .住 民税及
前期鱈 正味財産輌 0

正

3.983.313

70.000

3742:.“ 6

46."0.809

―殷正味財産^の振替椰 ・・13 -9.456 530

01.“ 5.431

63.4(7.00

正会員受取会費

工会員受取入会全

2
一般受取寄付金

指定正味財産の部より受取寄付金振春額

3

JICA補 助金

情報提供収益・年間手数料 (ヽ■ ,

受取利 日配当全 (頂金利自)

1■ ■ 常 ● ■ 籠 :Al― :Bl … イ

当 :1 ,

u中 綺
'正
腱 麟 饉 嘔 G》0で ,



書式第 15号 (法第 28条関係 )

2018年度 貸借対照表
2019年 7月 31日  現在

特定非 利活動法人 Livi in Peace

科 目 金  額 小計・合計

【A】 資 産 の 部

38,126,916

54,900,775

8,506,309

1.630,000

1,219,230

168,264

104.551,494

5,824,656

222,696

248,000

-608.858

5,686.494

934,800

934.800

6.621.294

【A: 資 産 合 計 ①+( 111.172,788

【B-1】 負 債 の 部

負 債 合 計 ③+④

1,080,416

274,479

70,000

0

1.424.895

1.424,895

【B-2】 正 味 財 産 の 部

正 味 財 産 合 計 ④+⑤

54.900,775

8,506,309

63.407,084

37,421,946

8,918,863

46.340.809

109,747.893

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 111.172,788

流動資産合計

1 臼

現金預金

児童福祉施設宛寄付特定資産

奨学金事業寄付金特定資産

貯蔵品

未収金

前払費用

2

(1)有形固定資産
建物

機械装置

工具器具備品

減価償却累計額

(2)投資その他の資産
敷金

1 流動負

未払金

未払費用

未払法人税等

預り金

2 固定

児童福祉施設宛寄付特定資産

奨学金事業寄付金特定資産

2

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

一般正味財産合計 ・・・⑤



書式 16号 (法 28

2018年 度  計,■類の注記

特定+営利活動法人 LMng in Peace

重要な会計方針

計算書類のr成 は.NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日 2017年 12月 12口 最終改訂 NPO法 人会計基準協議会,に よつています。

(2'固 定贅産の減価償却の方法
有形固定資産は.法 人税まの規定に姜づき建物付属曇備については定額漱.崚様装置は定卑

=を
採用 しております。

(5,消 費税等の会計処理
消■,等の会計処理は.税込経理方式によつています。

指定正味け産から一般正味財産への振替額の内訳
指定正床財産から一般正味財産への振き額の内訳は 次の通 りです .

(単位 :円 )

内 容 金 蟄

経常収益への振 皆額

当年度の児童格祉施設支援及び受学生支援に対する娘替輌 9.456.538

3 7業別損益の状況
(単位 .円 )

使途専が制約 された寄附全等の内訳

使途等が制約 された宇附全事のうち.指 定正味財産として11上 していないものの内訳 (一般正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです.
当法人の一般正味財産は16.326.239円 ですが.そ の うち使途が指定 された財産はありません。

(単位 :円 )

内容 期 占残高 当翔増加額 当朗減少額 期末残 高 備考

JICA助 成全 251.269 254.269

MF関連事業のうち.日外のマイ
クロフアイナンス●口嗜員向け
の研修プログラム提供●■に関
して,仕を受けた助咸奎

5. 固定贅この増減内訳
(単位 :円 )

その他特定丼営利活動法人の資産.負 債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項
事業費と管理費の按分方法

科 曰
MF関 連事業 教育関連事業 難民間連事業

事業部門計 管理部門 合 計

I 経常収益
1 受取会,
正会員受取会費
正会員受取入会金
2 受取キ附全
一般受取寄付全

指定正味財産の部より受取寄付金瞑善償
3 受取助成全等
JICA補 助金
4 事業収益
情報提融 益 ‐年間手数料 (MS社 )
, その他収益
受n利息配当全 (預金利息)

224,000

254.269

658.309

36 764

15.769.321

9.456.538
28.000 16.021.321

9.456.538

254.269

658.309

800

5.145.186

460.500

41.500
160.500

41.500

21. 166.507

9.156.538

254.269

658.009

631,100

186.728

217.400
7.263

2'9.698

349.233

22.026
60.237

25.250

13.427.810

744.906

61.966

394.067

65.360

62.930

186.?28

217.400

104.168

199.520
37.586

268.653
78.316
868.712

4?1.571

11.950

315.550

15.2,3

54.000

15.425

93.364

108.700

5.623

56.30S

178,676

11.616

14.033

1.695

13.127.810

1.691.556

15.293

54.000
85.002

485.726

106.035

62.930

466.320
543.500

121.130
90.545

1.606.886

535.523

280.269

1.396.651

513.770

17.036

467.014

216.000

16.298

43.910

18.685

138. 180

160.876

3.319

83.332

10.127.810

2.158.570
15.293

270.000

101.300

529.636

124.720

62.930
605.000
704.376

125.513

93.864
1.605.886

618.855

37.686

280.269

78.816

1.653.13)

1.800

534.538

19.512

2.506.764 18. 183.546 925.673 21.615.983
2 506.764 18 183.546 925 673 21 615.983 23.049.567

人件費計
(2'そ の他経費
支払寄付金

施設利用費
セ ミナー運営費
業務萎託費
研修,
通信遷搬貴
印扇ll責

材料費
外と費
広告宣伝質

交際費

会議費
旅■交通費

消耗品貴
水道光熱贅

新問図書贅
議会責
支払手数料

租税公課

減価償却費

権貴

経常収益計

Ⅱ 経常費用
(|'人 件費

その他建貴計

経常■月計

当期経常増減額 ■■m■■コロ■■巨■
“

け口 ■■菫

“

壼笙■

翔 首 取得 価 額 取 減 少 減価償却果計傾

934 800

5.824.656
222.696

243.000

931.800

5.821.666
222.696
248.000

934.800

5.369.364
160.003

157.067

7 230. 152

建物
機械装置
工具器具備品

質その他の資産

漱金
6.982. 152

EE雷■3■コ

び に す る づ



書式第 17号 (法第 28条関係 )

2018年度 財産目録
2019年 7月 31日  現在

事業報告用

特定非営利活動法人 Living in Peace

目 金   額 」ヽ  計 合   計
【A】 資 産 の 部

2,526,417

4,448,725

26.076.233

5.075.541

38.126.916

111.000

54,789,775

1,307,900

6,698,409

1,630,000

1,219.230

168.264

54,900.775

8,506.309

1.630.000

1.219,230

168.264

104.551.494

5,369,364

160,063

5.369.364

160.063

5.686.494

157.067

157.067

934.800

934.800

934.300

6.621.204

【A】 貴 産 合 計 ①+② 111.172.788

【B-1】 負 債 の 部

935,156

86.400

68.860

259.200

15,279

1,080,416

274.479

70.000

1.424.395

【B-1】 負 債 合 計 ③+④ 1.424.895

【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 100.747.893

現 金預 金

■通預金 楽天銀行(共通 ,第一曽桑支店

普通預金 楽天銀行

`MF)第

一営業支店

苦通預金 楽天銀行(教育)第一曽キ支店

普通預金 案天銀行 (CMl)第二雪栞支店

児童福祉施設宛寄付特定資産

普■■金みずほヨ行(CMl,虎 ノ門支店

■■預金楽天颯行 (CMl)第二音業支店

奨学金事業寄付金特定資産

=通
預金楽天銀行 (CMl)=二 営案支店

普通預金楽天ヨ行{CM2)第 二営業支店

貯蔵品

商品業

未収金

クレジット受取寄付金

前払費用

オフィス賃貸料

こども関西事業関連施設

機械装置 (純額 )

こども関西事業間設備

工具器具備品 (純額 )

テレビ

(1)有形固定資
建物 (純額)

(2)
敷金

オフィス敷金

証 :】ヨロ

未払法人税等

未払金

従業員立替経費

税務申告報酬

その他

未払費用

税理士顧間料

その他

置F手丁■

:色薔 合計  ・・
“

ら



書式第 18号 (法第 28条関係)

令和元年度 年間役員名簿

平成30年 8月 1日 から令和元年7月 31日 まで

特定非営利活動法人Livlng in Peace

役名 氏名 住所又は居所 就任期間 報酬を受けた

期間

理事 ナカザ トシンゾウ

中里晋三
平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し

理事 キョウイグン

襲軟群
平成30年 8月 1日 ～

令和元年 7月 31日

な し

理事 オダギリ タカヒロ
小田切貴大

平成30年 8月 1日 ～

平成31年 3月 31日

な し

理事 コバヤシ ノリカタ

小林 紀方
平成30年 8月 1日 ～

平成31年 3月 31日

な し

理事 イタガキ

セイタ

板垣 清太

平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し

理事 アリサワ

コウジ

有澤 孝治

平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し

理事 パク イルホ
ホト 日豪

平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し

監事 イイダ カズヒロ
飯田 一弘

平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し

監事 イガラシ ユミコ
五十嵐 裕美子

平成30年 8月 1日 ～

令和元年7月 31日

な し



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係 )

社員のうち10人以上の者の名簿

令和元年 7月 31日 現在

特定非営利活動法人Living in Peace

氏名 住所又は居所

中里 晋三

（
乙 襲 軟群

い
０ 尾崎 寛幸

4 板垣 清太

ｂ̈ 有澤 孝治

＾

） 本卜 日豪

７
， 高城 沙也加

8 小田切 貴大

9 福井 正史

1

0
壁谷 潤


